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1． 近年， モ ン ゴ ル 語訳経典 に関す る研究論文は モ ン ゴ ル 国内の み な らず t 日本

をは じめ諸外国 に お い て 多数報告され ， 翻 訳経典の 詳細 が 明瞭 に され つ つ あ る ．

モ ン ゴ ル 語訳経典の 多 くは， 16世紀以 降 にチベ ッ ト語訳経典 に基づ い て 訳 され た

もの が圧 倒 的に 多い と見 な され る．

2． 本稿 で は， モ ン ゴ ル 語訳経典に多 く見 られ る固有名詞や借用語 に注 目し ， 訳

語や 訳風 に つ い て検討を加 えた い ． 時 間の 関係上 ，今回は思 想内容の 解明や形 態

な どに関 して は触れ な い こ とに した い ．

3． 取 り扱 うテ キス トと して 康煕帝版モ ン ゴ ル 語訳大蔵経所蔵の 「無量寿経』 を

使用 した．写本 に関 して はサ ン ク トペ テ ル ブ ル ク 図書館所蔵の 写本大蔵経の カ タ

ロ グ 1）を見たが 『無量寿経』は収録 されて お らず，確 認する こ とが で きなか っ た．

　チ ベ ッ ト語訳 『無量 寿経』 の 大半 の 固有名詞 はチ ベ ッ ト語訳 され て い る の に 対

し， モ ン ゴ ル 語訳本の 場合 は ， 仏弟子や 菩薩名 な どの 固有名詞 は モ ン ゴ ル 語化 さ

れず ， サ ン ス ク リッ ト語風 に還元 し， その まま原語を使用する傾向が 見られ ， ま

た多数の ウ イグ ル語系統 の 語彙 も確認で きた ．

　先行研 究で は， モ ン ゴ ル 語訳経典 に現 れ る ウイ グ ル 語系統の 語彙や借用語 に関

して t 次の よ うに 指摘 され る ．

モ ン ゴ ル 仏教 の成立 に ウ イグ ル 仏教が 果た した役割は非常 に大 き く，初 期モ ン ゴ ル 仏教

の伝搬 に は チ ベ ッ ト仏教で は な く， ウイ グ ル 仏教の 影響が強か っ た，モ ン ゴ ル 語訳経典

に 見 られ る借用語 の 多くは トカ ラ 語 を仲介 して ウイ グル 語 に 導入 され t 更 に モ ン ゴ ル語

に 引 き継が れ た． ウ イ グル 仏典 はモ ン ゴ ル 人 に とっ て は仏典 の 翻訳 の モ デ ル で あ っ て ，

と りわけ聖語サ ン ス ク リ ッ トの 取 り扱い は彼 らの 最 も見習 うべ き点で あっ た 2）．

　例 を挙げ る と 『無量寿経』 に よ く見 られ る， チベ ッ ト語 の ）
’
ig　rten 　gyi　khams　bde

ba／ani 　Skt．　sukhavati 　lokadhatu／とい う表現は，モ ン ゴ ル 語で 戸ηα1αηg一伽 アe伽 翻 ry’η

orun と訳 され る． とこ ろが ， こ の yertinc
”
iLyin　orun とい う術語 は ， ウ イ グ ル 語系
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統の 言語 に属 され る． そ の 他の 借用語 も見 る と， 元朝時代 か らモ ン ゴ ル に於い て

か な りの 頻度で ウ イ グ ル 語系統 の 仏教用語 が ウイ グ ル 語 か ら導入 され た と思 わ れ

る． また，モ ン ゴ ル 人の 言語学者等もサ ン ス ク リ ッ ト語起源 の 仏教用語 に関 して ，

元朝時代 よ り以前 に入 っ たサ ン ス ク リ ッ ト語起源の 語彙 は
， 直接 ウ イ グル 語か ら

導入 され た が， それ よ り以 降の 語彙 はチ ベ ッ ト語か ら導入 され， 古来 の モ ン ゴ ル

人は ウ イグル 語で 仏教典籍 を唱 えて い た， と言及 して い る 3）．

　モ ン ゴ ル 語本の 解 読や 経題 が
一致す る点と奥書 の 記載な どか ら判 断す る と北京

版チ ベ ッ ト語訳本 を底本 とし， 訳経 され た と推定 され る ． しか し， 奥書には訳経

僧名や訳 経時期 の 記録 はな か っ たが ， チ ベ ッ ト語本 の 奥書 に見 られ るチ ベ ッ ト語

文の モ ン ゴ ル 語訳が付録 されて い る
4）．

　本文の 解 読 を進め る と仏弟子名また は菩薩名な どの
一

般名詞の 多 くは サ ン ス ク

リ ッ ト語 に還元 し， そ の ま ま原語 を使用 す る傾 向が 見 られ る が ，
一 部の 固有名詞

はモ ン ゴ ル 語化 され ， 翻訳は統
一

して い ない 事が 見受 け られ る． 下 記 の 表で は ，

モ ン ゴ ル 語本 とサ ン ス ク リ ッ ト語本や チ ベ ッ ト語本 との 異同を対比 させ た．

ケー ス 1 サ ン ス ク リ ッ ト原語風 に還元 した菩薩名

モ ン ゴ ル 語文 p．649 チ ベ ッ ト語文 P．271a サ ン ス ク リ ッ ト語文 p．1−b

云5乃6 跏 η91跏 η ρo βα 如η9 G αvδ吻 α珈 々 co ，肋 加 ゆ ど一α一’〃

σ   v αηαゐα’蹴 9θ4 わぬ 9 ぬ  
　　　　　　　　　　　　尋．
オ〃τか7 γ6め’一α一捌 爾 ゐ’1α んα∫∫わα 盂3んθ ∂々 η9 ‘ぬ η ρα 11診刀9 ζ9アα∫ 砂 瞬 ’v齡 δ鯛 ρθηo ω ，

雇92ゴ
Po4

∫懈 η9 跏 η9／

ケー
ス 2 モ ン ゴ ル 語化 した菩薩名

モ ン ゴ ル 語文 P．650 チベ ッ ト語文 P．271a サ ン ス クリ ッ ト語文 p．1−b

ノ4〃7加 アαわ∫−o−’  5qア詑  r か
’
θ9（ざ’ お 乃θ 4dηgzぬ アτρα ゐε95b 〃985v δgo’θηoo α，

ゐα，
　　　　　　　　　　　　y
肋 切 γα ろ’一α一伽 C伽 翩

∂bπ9／

衄ぬξ！砲 η91 ぬ η P α P 0々 π）1∫0 η Pδ吻 姻 伽 oco
，

肋 惚 ∫朋 加 ， ぬ 〃9／

ケ ー ス 3 諸異本 とナル タ ン版 との 相違点

モ ン ゴ ル 語文の 場合

p．655

チ ベ ッ ト語文北京版

の 場合 P，273a

チ ベ ッ ト語文ナル タ

ン版 の場合 P．226−ll

サ ン ス ク リ ッ ト語文

の場合 P．3−b

om ． om ． ぬ ゐz伽 93乃θ9卿 碗 om ．

励 吻 砌 9∬ 伽 ∠ワo
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加 ぬ η9／

皰9伽 δ伽 詫 9脚

ぬ う9μ鋤 耀 御 3砌

∫伽 か αア  ’α わα
，

靤 ろz 伽 93乃θ9∫ρo 擁

尸o わわπ 3α9 ∫ 3旛 加

ろα ぬ ηダ

4θ わ掬 η 9豌 θ93μ ア∫

ro ろゐ灘 θ95μ ∫燃

のα わ04 α η9／

翫 耀 川 価 ’o η伽 o，　　　　　　　　．

　ケ ー ス 3 の 例 文 に挙 げ られ る ナル タ ン 版の de　bzken　gshegs　pa　ri　rab 　dbyangs　shes

bya　ba　dang／とい う文は
， サ ンス ク リ ッ ト語本 と両 訳本 に対応す る もの が確認 され

なか っ た．

　お そ ら く， モ ン ゴ ル 語本は ナ ル タ ン 版 よ り北京版 『無量寿経』 を底本 と して 訳

経され た可 能性が 高い と思わ れる ．

ケー
ス 4　サ ン ス ク リッ ト原語風に還元 した菩薩名

モ ン ゴ ル 語 文 p．655 チ ベ ッ ト語文 p．272b サ ン ス クリ ッ ト語文 p．3−a

1）勿αガ此α η ）ηδ班 α ∫α∫ぬδ9α fo’ε9濠η6∫1θη かε93eη り〜’刀

跏 rπγ5αη 諏πθんθr ご御γ  ’  γ5α刀

わ軅 「9θη D めαη9γα厂一α

んθ那 eg4 θ左彦ア’r’εη（薫一ぬ r

’δr勧 ’，

4ε
，
” 5 ぬ24 θ

，
’4 μ5 ηα 4θ δz乃∫η

95海ε95Pσ 砲rα わ00 〃塞P α ア0 η9
ぬ gpor 肱 093P α ”30η93

  アo ∫ 漁 r 〃昭 〃駕彪α40θ3 のα

わ0 ン∫9 厂’θπ 4甜 ゐツμ9 〃90〃

’
厂乃0 η ∫0 加 ツ0 心0 吻わ〃6擢乃0 ’0んα

μのρδ8’．

ケ
ー ス 5 サ ン ス クリ ッ ト原語 と異 なる 表記

モ ン ゴ ル 語文 p．653 チ ベ ッ ト語文 p．276b サ ン ス ク リ ッ ト語文 p．2−c

．4刀 o η跏 一〇 ’29 跏 ｛ざ’1θη ∫  ∫θη一撹

厘9εη ゐ加ぬ 一茄 廊 εゐ齠 霞一わθr ．．．．

K伽 嬉ゴ ゐ04 θ わ盈 fη 9訥 θ9∫

P α ゐ功 εげ刀 α う306 脚 ツo加 96磐

9‘5／

　　　　　　一
δ妬 力細αη ．4ηo η跏 ∫α漉δ9σガα

ε加ρ吻＠ δ’θ砌 ．一・

　ケ
ー

ス 4 の 例文 を見 る と ，
モ ン ゴ ル 語訳本はチベ ッ ト語文の Mar 〃me 　mdzad とい

うチ ベ ッ ト語術語 を使わ ず， サ ン ス ク リ ッ ト語風 固有名詞 を使用 して い る． ケ ー

ス 4
，
5 の い ずれ も，

モ ン ゴ ル 語訳本で は サ ンス ク リ ッ ト語風 の 術語 を使用 して い

る が ，ケ
ー ス 5 の サ ン ス ク リ ッ ト語 の 卿 ＠ δ の

‘

妙δ
”

の 音素はモ ン ゴ ル 語本訳 の

bindaとは綴 りが微妙 に異 な っ て い る こ とが 確認で きる ．

4． 以 上 の こ と を踏 ま えて ， 筆者 はモ ン ゴ ル 語訳 『無量寿経』 は北京版チ ベ ッ ト

語訳本 を底本 とし， 17世紀初期頃訳経 され た と見な して い る．

　今後 ， 翻訳経典の 思想 内容の 解 明や 形態 な どにつ い て ， さ らに研究を進め たい ．

1） 3．IC．・ICacsfiHeHKo　1993，写本 自体は Sankt−Peterburg図書館 に所蔵され て い る．

2）中村健太郎 2007
， pp．71−118 参照．なお，庄垣 内正弘 1990

，
　pp，157− 175 も参照 の こ と．

3）　）K ．TeMopU3P3H 　l964
，
　P．3L
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4）　Lokesh　Chandra　I　977
，
　p．747．

〈テ キ ス ト〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
Chandra，　Lokesh．1977．2utuγ一tu （Taylasi　tigei　gerelt−iノ「oklya7c

“
i　kemeha’i　yeke　kb

’
igen　sudu 「’Sata冒

　　pi専aka 　Series
，
　lndo−Asian　Literatures

，　Mongolian 　Kanjur，　volume 　48．　New 　De］hi：　published　by

　　Mrs．　Sharada　Rani ，
648−747．

Hphags−pa　kod　dpag−med 一勧∫bkod−pa 　shes −bya−ba　theg−pa （］hen−pohi　mde ．1匕京版　『西蔵大蔵

　　経』 Bkah −Hgyur，　Dkon −brtsegs，　Tshi　269b −271b．
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